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新鮮な特産品がずらり「南部町 秋の大収穫祭」
　南部町では、毎年地区ごとの特色ある収穫祭が11月から12月にかけて３回開催さ

れます。地元の特産品が安く販売されるだけでなく、早い者勝ちのタイムサービス

や野菜の詰め合わせが当たる抽選会なども実施されます。その他、えんぶりや南部

手踊りが披露されるなど、町の魅力を堪能できるイベントとなっておりますので、

ぜひご来場ください。



２あおもり

25年度決算等を審議した定期総会

開会あいさつする舘岡会長

　

本
会
は
八
月
二
十
六
日
、

鰺
ヶ
沢
町
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

メ
ー
ル
山
海
荘
で
第
二
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、
二
十
五

年
度
本
会
会
務
報
告
、
収
入

支
出
決
算
な
ど
を
原
案
通
り

承
認
、
決
定
し
た
。

産
業
の
振
興
に
係
る
諸
対
策

・
少
子
高
齢
化
に
即
応
す
る
保

健
・
医
療
・
福
祉
施
策
の
推
進

・
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進

・
道
州
制
の
導
入
反
対

　

ま
た
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同

で
自
由
民
主
党
本
部
及
び
総
務
省

等
関
係
省
庁
へ
重
点
施
策
要
望
を

実
施
し
た
。

②
こ
の
よ
う
に
、
各
団
体
と
連
携

し
積
極
的
な
運
動
等
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度

政
府
予
算
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
五
年
度
の
水
準
を
上
回
る
一

般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ
た
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
協
定
に
関
す
る
緊

急
要
請
は
、
県
、
県
議
会
、
県
市

長
会
等
と
合
同
で
二
回
に
わ
た
り

内
閣
府
等
へ
行
っ
た
。

④
道
路
の
除
排
雪
経
費
を
国
が
支

援
す
る
雪
寒
指
定
路
線
の
見
直
し

に
関
す
る
要
望
は
、
数
年
に
わ
た

り
実
施
し
、
市
町
村
道
の
指
定

基
準
に
該
当
す
る
道
路
延
長
が

二
十
一
年
ぶ
り
に
見
直
し
さ
れ
、

大
幅
に
延
長
さ
れ
た
。

⑤
原
子
力
施
設
の
立
地
に
伴
う
地

域
振
興
対
策
に
関
す
る
要
望
は
、

県
市
長
会
と
合
同
で
県
に
対
し
実

施
し
、
新
た
な
地
域
振
興
策
が
創

設
さ
れ
た
。

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
及

び
各
郡
町
村
会
事
務
局
長
な
ど

三
十
五
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め

に
舘
岡
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
今

後
と
も
全
国
町
村
会
及
び
関
係
団

体
と
連
携
を
密
に
保
ち
な
が
ら
、

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一

般
財
源
の
確
保
な
ど
、
町
村
が
直

面
す
る
様
々
な
行
財
政
上
の
課
題

解
決
に
向
け
、
活
動
を
さ
ら
に
強

力
に
展
開
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
欠
員
に
伴
う
副
会
長
の

選
任
を
行
い
、
吉
田
豊
六
戸
町
長

を
選
出
し
た
。

　

引
き
続
き
、
舘
岡
会
長
が
議
長

と
な
り
議
事
に
入
り
、
二
十
五
年

度
会
務
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
を

審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
た
。

　

議
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
会
務
報
告
＝

①
平
成
二
十
五
年
度
は
、
町
村
の

声
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
等

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同
で

国
会
議
員
に
対
し
、
次
の
項
目
を

要
望
し
た
。

・
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策

・
町
村
自
治
の
確
立
や
地
方
財
政

基
盤
の
充
実
・
強
化

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
林
水
産
分
野
の
重

要
五
品
目
の
聖
域
確
保
及
び
本

県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水

本
会
定
期
総
会
開
催
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⑥
町
村
長
行
政
調
査
研
修
は
、
愛

媛
県
内
子
町
の
農
業
振
興
策
及
び

町
並
み
保
存
に
よ
る
観
光
振
興
策

を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
事
業

や
、越
智
今
治
農
業
協
同
組
合「
さ

い
さ
い
き
て
屋
」
の
地
元
農
産
物

の
販
売
状
況
と
地
元
農
家
と
の
つ

な
が
り
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性

化
等
の
研
修
を
実
施
し
た
。

⑦
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
で
は
、

町
村
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
強
く

発
信
し
、
新
た
な
青
森
フ
ァ
ン
を

獲
得
す
る
こ
と
並
び
に
町
村
振
興

を
目
的
に
、（
公
財
）
県
市
町
村

振
興
協
会
の
助
成
を
受
け
、
町
村

が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成

金
を
交
付
す
る
「
町
村
の
魅
力
発

信
事
業
」
を
実
施
し
た
。

⑧
ま
た
、
特
産
品
や
観
光
資
源
等

の
「
宝
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
、
全
国
町

村
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
町
イ

　

定
期
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

総
務
厚
生
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
古
川
六
ヶ
所
村
長

の
退
任
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い

る
委
員
長
の
選
任
を
行
い
、
三
浦

正
名
五
戸
町
長
を
選
出
し
た
。

チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
４
」
に
お

い
て
、
参
加
町
村
に
対
す
る
各
種

支
援
を
行
っ
た
。

⑨
町
村
行
財
政
負
担
軽
減
の
た
め

の
法
令
外
負
担
金
等
委
員
会
は
、

四
十
五
団
体
か
ら
申
請
の
あ
っ
た

町
村
負
担
金
等
の
審
査
・
規
制
を

行
っ
た
ほ
か
、
地
方
分
権
時
代
に

向
け
た
地
域
の
担
い
手
と
さ
れ
る

自
治
体
職
員
の
企
画
・
政
策
形
成

能
力
向
上
等
、
資
質
向
上
を
図
る

た
め
本
会
が
関
わ
っ
て
設
立
し
た

自
主
研
究
会
を
支
援
し
た
。

⑩
町
村
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
町
村
と
連
携
し
、
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う

町
村
自
治
振
興
調
査
研
究
は
、「
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
会
議
を
開

催
し
て
意
見
交
換
・
情
報
提
供
を

行
っ
た
。

⑪
一
方
、
町
村
長
の
健
康
管
理
の

円
で
、
収
入
支
出
差
引
額
三
百
三

十
七
万
二
千
四
百
五
十
一
円
。

　

総
会
閉
会
後
、
関
係
三
団
体
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
事
項
が
あ
っ
た
。

▽
県
情
報
シ
ス
テ
ム
課
＝
市
町
村

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
に
つ
い

て

▽
県
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団
＝

「
あ
お
も
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
事
業
に
つ
い
て

▽
県
健
康
福
祉
部
が
ん
・
生
活
習

慣
病
対
策
課
＝
青
森
県
健
康
増
進

計
画
健
康
あ
お
も
り
21（
第
二
次
）

実
践
編
に
つ
い
て

学
講
座
教
授
の
中
路
重
之
氏
が

「
青
森
県
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

の
大
き
な
流
れ｣

と
題
し
講
演
し
、

青
森
・
長
野
・
沖
縄
の
健
康
関
連

指
標
を
比
較
し
、
長
寿
県
で
の
取

り
組
み
や
、
現
時
点
で
の
各
自
治

体
・
企
業
の
健
康
運
動
の
動
き
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ

研
修
会
を
開
催
し
、
健
康
運
動
指

導
士
会
青
森
県
支
部
理
事
の
天
間

琴
美
氏
の
指
導
の
も
と
、
自
宅
で

簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
参
加
者
皆
で

実
践
。
自
分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、

汗
を
流
す
こ
と
で
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
青
森
市
の
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
で
各
種
検
査
を
受

診
し
、
今
後
の
公
務
に
備
え
た
。

　

本
会
は
、
定
期
総
会
後
、
引
き

続
き
八
月
二
十
八
日
ま
で
、
町
村

長
健
康
管
理
研
修
を
実
施
し
た
。

　

二
十
七
日
は
、
町
村
長
健
康
管

理
研
修
会
を
開
催
し
、
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
長
・
社
会
医

一
環
と
し
て
、
例
年
通
り
健
康
管

理
研
修
会
及
び
総
合
健
診
を
実
施

し
た
。

⑫
さ
ら
に
、
本
会
事
業
運
営
の
基

盤
で
あ
る
各
種
共
済
事
業
の
推
進
、

自
治
功
労
者
表
彰
の
実
施
、
市
町

村
長
等
特
別
研
修
会
ほ
か
各
種
研

修
事
業
、
町
村
職
員
採
用
試
験
な

ど
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し

た
ほ
か
、
本
会
内
部
に
事
務
局
を

置
く
三
協
議
会
や
県
・
関
係
団
体

と
緊
密
な
連
携
の
う
え
、
積
極
的

な
協
力
・
協
調
体
制
で
事
業
を
実

施
し
た
。（
事
項
別
概
要
略
）

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
収
入

支
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

＝
収
入
総
額
二
億
六
千
二
百
六
十

三
万
六
千
八
百
四
十
四
円
に
対
し

て
支
出
総
額
二
億
四
千
三
百
二
十

四
万
五
千
四
百
八
十
二
円
で
、
収

入
支
出
差
引
額
一
千
九
百
三
十
九

万
一
千
三
百
六
十
二
円
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算

の
認
定
を
求
め
る
の
件
＝
収
入
総

額
五
千
二
百
五
十
二
万
三
千
八
百

七
十
二
円
に
対
し
て
支
出
総
額
四

千
九
百
十
五
万
一
千
四
百
二
十
一

健康づくりについて中路氏が講演

  

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
村
長
健
康
管
理
研
修

総
務
厚
生
委
員
会

委
員
長
に
三
浦
五
戸
町
長
を
選
出
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深浦町での取り組みを鈴木係長が事例発表

成田筆頭副会長（中央）に要望する舘岡会長（左）と福島つがる市長（右）

題
と
な
っ
て
い
る
。
出
席
の
皆
様

に
は
ご
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
頂

き
、
実
り
あ
る
会
議
に
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
深
浦
町

観
光
課
の
鈴
木
マ
グ
ロ
ー
さ
ん
こ

と
、
鈴
木
観
光
戦
略
係
長
が
「
深

浦
町
に
お
け
る
農
林
水
産
品
等
の

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
事
例
発
表
し

た
。
デ
ビ
ュ
ー
一
年
で
二
、二
億

円
の
経
済
効
果
を
生
み
出
し
た

「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」
の

取
り
組
み
の
事
例
を
紹
介
し
た
後
、

「
食
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

の
ポ
イ
ン
ト
と
と
し
て
、
首
長
や

　

本
会
は
八
月
二
十
八
日
、
青
森

市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
農
林
水

産
品
等
の
販
路
拡
大
に
関
す
る
町

村
自
治
振
興
会
議
を
開
催
し
た
。

　

本
会
議
は
、
県
内
町
村
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
町
村

間
で
連
携
し
な
が
ら
現
状
と
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
課
題
解
決
に
向

け
調
査
研
究
を
行
い
、
町
村
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
空
き
家

対
策
や
健
康
づ
く
り
等
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

出
席
者
は
農
林
水
産
品
等
の
販

路
拡
大
に
関
す
る
関
係
担
当
課
長

及
び
担
当
職
員
二
十
八
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
小
笠
原
常
務

理
事
が
「
本
年
一
月
に
全
町
村
長

を
対
象
に
開
催
し
た
拡
大
産
業
経

済
委
員
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、

本
日
の
会
議
開
催
と
な
っ
た
。
昨

今
の
農
林
水
産
品
等
の
販
売
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
激
化
す
る
産
地

間
競
争
や
、
消
費
者
の
食
品
に
対

す
る
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り
、

急
激
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
な
ど
、

国
内
・
国
外
へ
の
農
林
水
産
品
等

の
販
路
拡
大
は
全
町
村
共
通
の
課

　

本
会
は
十
月
一
日
、
市
長
会
と

の
連
名
に
よ
り
自
由
民
主
党
青
森

県
支
部
連
合
会
に
対
し
、
平
成

二
十
六
年
産
米
の
価
格
下
落
に
係

る
緊
急
要
望
を
実
施
し
、
本
会
の

舘
岡
会
長
、
吉
田
、
鈴
木
両
副
会

長
、
ま
た
市
長
会
の
小
山
田
十
和

田
市
長
、
福
島
つ
が
る
市
長
が
、

県
庁
を
訪
れ
、
自
民
党
県
連
の
成

田
筆
頭
副
会
長
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　

要
望
は
、
平
成
二
十
六
年
産
米

の
価
格
が
全
国
各
地
域
に
お
い
て

下
落
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
特

に
本
県
に
お
い
て
は
、
概
算
金
が

採
算
ラ
イ
ン
を
割
る
水
準
で
過
去

最
低
の
額
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

米
の
再
生
産
を
確
保
し
、
地
域
農

業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
観
点
か

ら
、
米
価
の
下
落
に
対
す
る
対
策

を
緊
急
に
講
じ
る
こ
と
を
求
め
実

施
し
た
も
の
。
一
行
は
要
望
内
容

の
実
現
を
強
く
求
め
た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

農
林
水
産
産
品
等
の
販
路
拡
大
を
検
討

第
一
回
町
村
自
治
振
興
会
議

平成26年産米の価格下落に係る緊急要望
　政府が昨年打ち出した４つの改革を柱とする新たな農業・農村政策は、生産
者からは今後の米価の動向や「米の直接支払交付金」の平成30年産からの廃止
など、将来の経営展望が見通せないといった不安の声が高まっている中、今年
度よりスタートしました。
　米改革の初年度にあたる今年度は、全国的な米消費の落ち込みが進展する中
で、６月末の主食用米の民間在庫が過去最高水準の222万トンにも上り、平成
26年産米の価格は、全国各地域において下落している状況にあります。
　特に本県においては、９月16日に全農青森県本部が平成26年産米の概算金に
ついて「つがるロマン」7,600円、「まっしぐら」7,300円と決めておりますが、
採算ラインを割る水準で過去最低の額となりました。
　稲作農家からは「水利費や税金を払えない」、「国は農家を切り捨てるのか」
など悲痛の声が各市町村に寄せられており、極めて深刻な状況となっておりま
す。
　つきましては、米の再生産を確保し、地域農業を維持・発展させる観点から、
米価の下落に対する対策を緊急に講じられるよう、特段のご高配をお願い申し
上げます。

平
成
26
年
産
米
の
価
格
下
落
で
緊
急
要
望

市
長
会
と
連
名
で
自
民
党
県
連
に
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県総合販売戦略サードステージの概要を村上課長が説明

議
会
の
全
面
支
援
と
理
解
が
必
要
、

ロ
ー
カ
ル
地
域
ほ
ど
行
政
職
員
の

関
与
が
大
切
、
プ
ロ
の
よ
そ
者
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
招
聘
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
、
な
ど
と
説
明
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
深
浦
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
丼
の
取
り
組
み
の
き
っ

か
け
と
推
進
方
法
、
一
番
苦
労
し

た
こ
と
な
ど
の
質
問
、
意
見
が

あ
っ
た
。
鈴
木
係
長
か
ら
は
、
取

り
組
み
は
、
走
り
な
が
ら
マ
イ
ナ

ス
意
見
に
振
り
回
さ
れ
ず
大
胆
に

進
め
る
こ
と
。
苦
労
し
た
こ
と
は

な
く
、
町
長
が
徹
底
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て

く
れ
た
。
首
長
の
理
解
は
大
事
で

あ
る
、
な
ど
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
県
農
林
水
産
部
総
合
販

売
戦
略
課
の
村
上
課
長
が
「
青
森

県
総
合
販
売
戦
略
サ
ー
ド
ス
テ
ー

ジ
の
概
要
」
と
題
し
、
信
頼
・
人

の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
た
「
売

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
、
五
つ
の
分
野
別

戦
略
（
全
体
戦
略
、
商
品
づ
く
り

戦
略
、
流
通
戦
略
、
情
報
戦
略
、

地
産
地
消
戦
略
）
等
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
県
産
農
林
水

産
品
等
の
生
産
量
や
販
売
価
格
な

ど
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
有
無
と
活

用
方
策
や
、
ま
だ
地
域
に
埋
も
れ

て
い
る
農
産
物
等
の
掘
り
起
こ
し

と
そ
の
情
報
の
共
有
な
ど
に
つ
い

て
質
問
、
意
見
が
あ
り
、
県
か
ら

は
、
一
次
産
品
は
、
生
産
量
な
ど

県
全
体
の
統
計
は
把
握
し
て
い
る
。

市
町
村
と
の
連
携
も
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
。
情
報
発
信
の
方
法
に

つ
い
て
も
相
談
頂
き
た
い
、
な
ど

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
視
察
に
関
す

る
事
項
や
、
各
町
村
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
等
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
た
。
県
及
び
事
務
局
か
ら

は
、
今
後
に
つ
な
が
る
有
意
義
な

視
察
と
な
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
対
応
で
き
る
か
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。
事
務
局
と
し
て

も
、
各
町
村
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
説
明
し

た
。

　

本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町
村

振
興
協
会
は
三
者
共
催
に
よ
り
、

七
月
二
十
四
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
市
町
村
自
治
研

修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
町

村
長
、
副
町
村
長
及
び
幹
部
職
員

等
約
百
三
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、舘
岡
会
長
が「
現

在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
、

先
を
な
か
な
か
見
通
せ
な
い
こ
の

時
代
に
お
い
て
、
歴
史
や
そ
の
歴

史
を
大
き
く
動
か
し
た
人
々
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
、
施
策
立
案
や
課
題

解
決
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

考
え
な
ど
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
と
思
わ
れ
る
。」
と
、
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
歴
史
家
・
作
家
の

加
来
耕
三
氏
が
「
歴
史
に
学
び
未

来
を
読
む
」
と
題
し
、
歴
史
を
具

体
的
に
活
用
す
る
こ
と
や
、
地
に

足
を
つ
け
、
立
ち
止
ま
っ
て
物
事

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

講
演
し
た
。

「
歴
史
に
学
び
未
来
を
読
む
」

歴
史
家
・
作
家

加
来
耕
三
氏
講
演

市
町
村
自
治
研
修
会

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
先
立
つ

七
月
二
十
四
日
、
青
森
市
の
県
共

同
ビ
ル
で
第
三
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
舘
岡
会
長
を
は

じ
め
役
員
町
村
長
十
人
。

　

理
事
会
で
は
、
二
十
五
年
度
本

会
会
務
報
告
、
一
般
会
計
収
支
決

算
の
認
定
な
ど
議
案
三
件
の
審
議

と
、
第
二
回
定
期
総
会
次
第
案
な

ど
協
議
事
項
三
件
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
、
会
務
報

告
及
び
収
支
決
算
等
は
、
八
月

二
十
六
日
開
催
の
定
期
総
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
会
務
報
告
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
収
入

支
出
決
算
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
の
件

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁
参
照
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
二
十
六
年

第
二
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

次
第
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
二　

本
会
副
会
長
の

補
充
選
任
に
つ
い
て

＝
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁
参
照
。

○
協
議
事
項
三　

平
成
二
十
六
年

度
町
村
長
行
政
調
査
研
修
案
に
つ

い
て

＝
平
成
二
十
七
年
二
月
、
公
的
機

関
、
農
林
水
産
品
販
売
店
等
の
視

察
研
修
を
予
定
。

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

県
支
部
は
、
本
会
理
事
会
終
了
後
、

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
同
支
部
の

二
十
五
年
度
収
支
決
算
な
ど
議
案

二
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

2525
年
度
の
決
算
を
認
定

年
度
の
決
算
を
認
定

生
協
支
部
委
員
会

生
協
支
部
委
員
会

定
期
総
会
提
案
事
項
等
を
審
議

第
３
回
理
事
会
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県
市
町
村
総
合
組
合
は
九
月
九

日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い

森
で
、
消
防
補
償
等
実
務
研
修
会

及
び
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
消
防

事
務
担
当
者
等
四
十
七
人
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
組

合
の
小
笠
原
事
務
局
長
が
「
地
域

防
災
を
担
う
消
防
団
の
安
全
と
健

康
を
守
る
こ
と
は
市
町
村
の
責
務

で
、
災
害
現
場
な
ど
で
起
こ
る
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
団
員
が

安
全
確
実
に
任
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
で
き
る

環
境
を
一
層
充
実
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
共
済
基
金
の
佐
藤
参

事
並
び
に
中
島
主
事
か
ら
、
公
務

災
害
発
生
時
の
提
出
書
類
、
療
養

費
等
の
請
求
の
留
意
点
、
及
び
退

職
報
償
金
の
基
礎
階
級
の
決
定
や

勤
務
年
数
の
算
定
な
ど
、
公
務
災

害
補
償
業
務
及
び
公
務
災
害
防
止

事
業
、
退
職
報
償
金
業
務
等
の
事

務
手
続
き
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
開
催
し
た
安
全

管
理
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
Ｓ

－

Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
員
の
加
藤
豊
昭
氏

が
「
消
防
団
員
の
事
故
防
止
の
た

め
に
」
と
題
し
講
演
。
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
が
事
故
の
原
因
と
な
る

こ
と
な
ど
、
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
事
故
の
予
防
策
、
事
故
発

生
後
の
対
応
策
等
を
紹
介
し
た
。

消
防
事
務
の
基
礎
を
学
ぶ

　
　
　

消
防
補
償
等
実
務
研
修
会
・

安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

市
町
村
総
合
事
務
組
合

安全管理セミナーで加藤氏が講演

　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
協
議

会
（
会
長
＝
寺
島
北
海
道
町
村
会

長
）
は
、
七
月
三
十
日
、
東
京
都

内
で
、
二
十
七
年
度
政
府
予
算
編

成
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請
及

び
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別

要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
請
活
動
に
は
、
各
道
県
会
長

を
は
じ
め
本
会
か
ら
小
笠
原
常
務

理
事
が
出
席
し
、
菅
内
閣
官
房
長

官
、
小
泉
復
興
大
臣
政
務
官
、
伊

東
自
由
民
主
党
副
幹
事
長
ほ
か
、

総
務
省
幹
部
職
員
に
提
案
書
を
提

出
し
、
要
請
項
目
の
実
現
を
強
く

求
め
た
。

　

要
請
項
目
は
次
の
と
お
り
。

二
十
七
年
度
政
府
予
算
編
成

並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請

１　

地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て

２　

地
方
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ

い
て

３　

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て

４　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

環
境
等
の
強
化
に
つ
い
て

５　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
域
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

６　

新
幹
線
鉄
道
の
建
設
促
進
及

び
並
行
在
来
線
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

７　

道
路
網
等
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

８　

農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

９　

森
林
・
林
業
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

10　

水
産
業
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

11　

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

12　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
つ

い
て

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

特
別
要
請

Ⅰ　

復
旧
・
復
興
対
策

１　

復
旧
・
復
興
に
要
す
る
必
要

な
財
源
の
確
保

２　

復
興
特
区
制
度
の
柔
軟
な
運
用

３　

被
災
者
の
生
活
再
建
に
対
す

る
支
援

４　

医
療
・
社
会
福
祉
施
設
等
の

復
旧
・
復
興
支
援
及
び
継
続
的

な
人
的
支
援

５　

文
教
環
境
の
復
旧
・
復
興
支
援

６　

農
林
水
産
業
の
復
旧
・
復
興

支
援

７　

復
興
事
業
と
し
て
の
社
会
資

本
整
備
等
の
促
進

８　

地
域
の
実
態
に
即
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

９　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
に
向
け
た
支
援

10　

被
災
企
業
等
へ
の
支
援
と
雇

用
の
創
出
・
確
保

11　

観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
策

の
拡
充

12　

復
興
推
進
の
た
め
の
体
制
強
化

13　

東
北
復
興
の
た
め
の
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
誘
致

Ⅱ　

原
子
力
災
害
対
策

１　

真
の
事
故
収
束
に
向
け
た
取

り
組
み

２　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
確
実
な
実
施

３　

福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
の

改
善

４　

健
康
被
害
防
止
対
策
等
へ
の

支
援

５　

子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
に

基
づ
く
施
策
の
着
実
な
実
施

６　

損
害
賠
償
等
の
確
実
な
実
施

７　

放
射
性
物
質
の
除
染
等

８　

放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
泥

等
の
処
理

９　

風
評
被
害
防
止
等
へ
向
け
た

取
り
組
み

10　

避
難
指
示
区
域
の
復
興
と
避

難
者
へ
の
生
活
支
援

11　

新
た
な
産
業
に
よ
る
雇
用
創
出

12　

防
犯
・
防
火
体
制
の
強
化

13　

避
難
指
示
区
域
等
に
お
け
る

有
害
鳥
獣
対
策

震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
、地
方
分
権
の
推
進
等
を
要
請

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会



７ 　あおもり

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
青

森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

は
、
七
月
二
十
五
日
、
県
市
町
村

課
と
の
共
催
に
よ
り
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
市
町
村
税

務
徴
収
研
修
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
市
町
村
の
徴
収
事
務
担
当
者

等
五
十
人
。

　

研
修
で
は
、
佐
々
木
機
構
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
青
森
税
務
署

徴
収
部
門
の
松
山
上
席
国
税
徴
収

官
が
国
税
徴
収
法
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
県
総
務
部
市
町
村
課

が
市
町
村
税
の
徴
収
確
保
対
策
の

現
状
と
課
題
、
組
織
的
な
滞
納
管

理
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
本
機
構
が
納
税
義
務
の

生
成
と
消
滅
、
預
貯
金
等
と
滞
納

処
分
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
行
っ

た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
実
際
の
差

押
判
例
を
も
っ
と
学
び
た
い
」、

「
事
例
等
を
も
っ
と
や
っ
て
ほ
し

い
」、「
今
後
の
業
務
に
生
か
し
て

い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か

れ
る
な
ど
徴
税
実
務
に
対
す
る
関

心
や
理
解
を
深
め
た
。

研修会には徴収事務担当者等50人が出席

松山上席国税徴収官が説明

徴収事務を学ぶ
市町村税務徴収研修

人事担当管理職員等23人が出席

模擬面接実習により面接技法の理解を深める

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市

町
村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
七
月
四
日
、
青
森
市
の
青
森

国
際
ホ
テ
ル
で
、
面
接
試
験
技
法

研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員
等

二
十
三
人
。

　

は
じ
め
に
小
笠
原
常
務
理
事
が

「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
面
接

試
験
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
評
価
の
客
観

性
・
公
平
さ
を
高
め
る
様
々
な
工

夫
を
講
じ
、
技
法
の
確
立
と
改
善

を
図
り
な
が
ら
、
試
験
と
し
て
の

信
頼
性
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

山
田
高
志
氏
が
面
接
試
験
の
基
礎

知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

山
田
氏
は
「
採
用
試
験
に
お
い

て
、
人
物
重
視
、
面
接
重
視
の
動

き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
面
接
試
験
の
影
響
力
が
以
前

よ
り
も
大
き
く
な
り
、
そ
の
果
た

す
べ
き
役
割
、
面
接
者
の
責
任

も
重
み
を
増
し
て
い
る
と
言
え

る
。
職
務
遂
行
に
密
接
に
関
わ
る

人
物
面
の
資
質
を
検
証
す
る
こ
と

は
、
採
用
試
験
の
目
的
達
成
の
重

要
な
一
端
を
担
い
、
採
用
試
験
全

体
の
妥
当
性
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
的
確

な
評
価
を
行
う
た
め
に
は
、
評
定

表
を
活
用
し
、
項
目
に
沿
っ
て
受

験
者
の
人
物
像
を
分
析
的
に
観
察
、

評
価
し
、
積
極
性
、
社
会
性
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
責
任
感
、

経
験
学
習
力
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
点
が
評
定
項
目
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
試
験
官
と
し
て
の
心
構

え
に
つ
い
て
、「
面
接
の
基
本
は
、

受
験
者
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
。
試
験
官
だ
か
ら
と
身
構
え
る

の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
と
切
り

離
さ
ず
に
日
頃
自
分
が
心
が
け
て

い
る
対
人
面
で
の
ス
キ
ル
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
活
か
し
て
、
面
接
す
る

こ
と
が
大
切
。
職
場
で
若
い
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に

し
て
お
く
こ
と
な
ど
も
、
実
際
の

面
接
時
に
活
か
さ
れ
て
く
る
。」

な
ど
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
模
擬
面
接
試
験

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
、
三
人
の
面

接
試
験
官
の
悪
い
例
と
良
い
例
の

言
葉
使
い
や
態
度
な
ど
に
つ
い

て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討

議
し
意
見
交
換
・
発
表
し
た
。
ま

た
、
模
擬
面
接
実
習
で
は
、
試
験

官
役
、
受
験
者
役
に
分
か
れ
、
課

題
解
決
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
た
質
問

展
開
や
、
５
Ｗ
１
Ｈ
も
活
用
し
て
、

意
図
、
動
機
、
考
え
方
な
ど
の
関

連
事
項
も
確
認
し
な
が
ら
演
習
を

行
っ
た
。

効
果
的
な
面
接
技
法
と
は

面
接
試
験
技
法
研
修
会



８あおもり

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成26年10月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　 　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25 柏　　崎　　源　　悦
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
鰐
町
長
選

挙
は
、
七
月
六
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
現
職
の
山
田
年
伸
氏

（

62）

が
、再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
鶴
田
町
長
選

挙
は
、
八
月
三
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
相
川
正
光
氏

（

60）

が
、
初
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員
、
県
議
会

副
議
長

大　
鰐　
町　
長　

山や
ま

田だ　

年と
し

伸の
ぶ　

氏

鶴　
田　
町　
長　

相あ
い

川か
わ　

正ま
さ

光み
つ　

氏

「市町村職員自主研究」
講演会のおしらせ

１　日　時
平成26年11月22日（土）午後２時
２　場　所
十和田市　奥入瀬渓流ホテル　１階「清流」
３　講師及びテーマ
講　演
演　題：「長期計画基本構想」
講　師：早稲田大学社会科学総合学術院
　　　　社会科学部講師
　　　　東京都小平市　前副市長

昼　間　守　仁　氏
演　題：「公共調達条例」
講　師：東京都国分寺市　選挙管理委員会
　　　　事務局長

　　　　　富　沢　　　守　氏
鼎　談
演　題：「管理職から見た職員、

職員から見た管理職」
鼎談者：上記２名の講師に加え、
　　　　青森公立大学経営経済学部　教授

天　野　巡　一　氏
※詳細は、本会業務課（017－723－1331）まで。
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平成26年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表
月　　日 時間 大会 ・ 会議等 会　　場 主　催　者

11月12日（水） 12：00 第58回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 全国町村議会議長会

11月14日（金） 13：00 全国過疎地域自立促進連盟第45回定期総会 メルパルク東京 全国過疎地域自立促進連盟

11月17日（月） 14：00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会 全国町村会館 ダム・発電関係市町村全国協議会

11月18日（火） 11：00 全国治水砂防促進大会 砂防会館 別館 全国治水砂防協会

11月18日（火） 17：00 県選出国会議員との懇談会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月19日（水） 12：00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 全国町村会（行政部）

11月19日（水） 15：30 北東北三県町村長中央研修会 ホテルニューオータニ 青森・岩手・秋田県町村会

11月19日（水） 17：15 北東北三県町村長中央交流会 ホテルニューオータニ 青森・岩手・秋田県町村会

11月20日（木） 10：00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 全国市町村水産業振興対策協議会

11月20日（木） 10：00 第59回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館 別館 全国簡易水道協議会

11月20日（木） 10：30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 全国山村振興連盟

11月20日（木） 13：00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 グランドヒル市ヶ谷 全国浄化槽推進市町村協議会

11月20日（木） 13：30 国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂 国民健康保険中央会

11月20日（木） 14：00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 全国観光地所在町村協議会

11月26日（水） 10：00 半島振興法延長・充実実現決起大会 イイノホール 全国半島振興市町村協議会　他

11月26日（水） 14：00 治水事業促進全国大会 砂防会館 別館 全国治水期成同盟会連合会

11月27日（木） 13：30 安全・安心の道づくりを求める全国大会 日比谷公会堂

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

自
動
車
事
故
へ
の

対
応
を
学
ぶ

自
動
車
事
故
処
理
研
修
会

　

本
会
は
七
月
二
十
四
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
自

動
車
事
故
処
理
研
修
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
市
町
村
及
び
一
部

事
務
組
合
の
担
当
者
等
約
八
十
人
。

　

は
じ
め
に
、
事
務
局
が
「
本
日

は
年
々
多
様
化
す
る
事
故
事
例
と

迅
速
で
適
切
な
対
応
に
よ
る
円
満

解
決
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
等
を

テ
ー
マ
と
し
た
。
今
後
と
も
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
青
森
支
店
青
森

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
課
の
恩
田
課

長
か
ら
「
自
動
車
事
故
事
例
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
急
増
す
る
自
転

車
と
歩
行
者
・
自
動
車
と
の
事
故

形
態
や
賠
償
責
任
、
駐
車
場
内
事

故
の
過
失
の
考
え
方
等
に
つ
い
て

最
近
の
事
例
を
交
え
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
町
村
会
災
害
共
済

部
自
動
車
事
業
課
か
ら
は
「
自
動

車
事
故
に
よ
る
三
つ
の
責
任
に
つ

い
て
―
自
賠
責
保
険
と
本
共
済
制

度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
車
を
所

有
、
使
用
、
管
理
す
る
と
き
に
必

ず
発
生
す
る
責
任
や
相
手
の
あ
る

事
故
で
相
互
に
発
生
す
る
過
失
・

責
任
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

次
に
、
本
共
済
の
事
故
処
理
に

当
た
っ
て
い
る
自
動
車
共
済
サ
ー

ビ
ス
事
務
所
の
鈴
木
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
長
か
ら
「
自
動
車
事
故
の
事
例

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
本
共
済
で

扱
っ
た
事
故
事
例
を
交
え
な
が
ら

過
失
事
案
に
お
け
る
事
案
解
決
ま

で
の
流
れ
や
当
事
者
へ
の
聴
取
の

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
顧
問
弁
護
士
で

あ
る
竹
田
法
律
事
務
所
の
伊
藤
弁

護
士
か
ら
「
交
通
事
故
の
解
決
手

続
き
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
訴
訟

と
な
っ
た
公
用
車
の
事
故
の
判
例
、

解
決
の
た
め
の
訴
訟
の
特
徴
や
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

出
席
者
は
今
後
の
事
故
処
理
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

恩田課長から
自動車事故事例の説明
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ま

ち
づくりへ

の

東津軽郡

平
ひら

内
ない

町
まち

　

渡
来
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
全
国
で
平
内
町
の
「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
お
よ
び
そ
の
渡

来
地
」
が
唯
一
で
す
。
し
か
し
、
近
年
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
含
む
野
鳥
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
保
護
の
在
り
方
、
観
光
資
源
と

し
て
の
扱
い
な
ど
、多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
町
で
は「
ハ

ク
チ
ョ
ウ
の
ま
ち
再
生
」
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
内
町
の
浅
所
海
岸
を
基
点
と

す
る
県
立
自
然
公
園
夏
泊
半
島
一

帯
は
「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
お
よ

び
そ
の
渡
来
地
」
と
し
て
国
の
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
問
題
で
餌
付
け
が
自
粛
さ
れ

た
こ
と
や
、
長
年
に
わ
た
り
児
童

に
よ
る
観
察
と
餌
付
け
を
実
施
し

て
き
た
浅
所
小
学
校
が
閉
校
に

な
っ
た
こ
と
、
様
々
な
環
境
変
化

な
ど
に
よ
り
年
々
飛
来
数
が
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
観

光
客
か
ら
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
少
な

く
な
っ
て
寂
し
い
と
い
う
声
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ

ウ
お
よ
び
そ
の
渡
来
地
」
を
保
持

し
後
世
に
残
し
て
い
く
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
た
め
、
平
成

十
三
、十
四
年
度
に
文
化
庁
の
指

導
を
得
な
が
ら
「
保
存
管
理
計
画

策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
取
り
組

ん
だ
実
績
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
携
わ
る
町
民
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

関
心
も
薄
れ
、
計
画
の
一
部
は
実

行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
町
文
化
審
議
委
員
会

で
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
状
況

を
危
惧
し
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ま
ち

再
生
」
事
業
を
平
成
二
十
五
年
度

実
施
し
、
同
年
九
月
に
平
内
町
立

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
第
一
回

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
研
究
し
て
い
る
東
京
環
境
工

科
専
門
学
校
長
で
あ
る
幸
丸
政
明

氏
や
元
日
本
白
鳥
の
会
、
会
員
で

あ
る
古
川
博
氏
を
は
じ
め
、
渡
来

地
周
辺
の
東
和
・
浅
所
・
間
木
・

東
滝
の
各
町
内
会
長
と
公
民
館
長

な
ど
計
十
六
人
か
ら
組
織
さ
れ
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
餌
付
け
や
観
察
な

年
々
、
飛
来
数
が
減
少

再
生
事
業
の
開
始
と

実
行
委
員
会
の
開
催

特
別
天
然
記
念
物
を
後
世
に

　

｢

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ま
ち
再
生｣

に
向
け
て　

「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ま
ち
再
生
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト
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ど
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
く
べ
き
か
約
二
時
間
に

わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

浅
所
海
岸
の
美
し
い
景
観
と
す

ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
後
世
に
守

り
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ

ん
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、
平
成
二
十
五
年
十
月
、

町
教
育
委
員
会
で
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ

検
定
」
を
考
案
し
、
町
民
文
化
祭

の
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
に
渡
り
実
施
さ
れ
た
検

定
に
は
十
七
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

初
級
、
上
級
と
も
全
二
十
問
の
三

択
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
八
十
五

点
以
上
で
合
格
証
書
が
も
ら
え
ま

す
。
検
定
終
了
後
は
、
解
答
と
解

説
が
行
わ
れ
、
受
験
者
は
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
知
ら
れ
ざ
る
生
態
に
つ

い
て
、
う
な
ず
き
な
が
ら
解
答
に

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
、
浅
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

餌
付
け
の
可
否
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
テ
ー
マ
に
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ

の
ま
ち
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
生
態

や
保
護
、
観
光
な
ど
に
携
わ
る

方
々
を
招
き
討
論
し
ま
し
た
。

　

討
論
会
で
は
、
餌
や
り
の
自
粛

を
受
け
、
県
内
で
も
餌
や
り
に
依

存
し
て
い
た
飛
来
地
で
、
特
に
個

体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、「
可
能
で
あ
れ
ば
餌
や
り
を

再
開
し
た
い
。
町
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
は
ず
」、「
ペ
ッ
ト
状
態

の
給
餌
は
よ
く
な
い
。
手
助
け
と

な
る
環
境
を
整
え
る
方
法
を
考
え

る
べ
き
」、「
日
中
、
餌
を
求
め
て

周
辺
の
水
田
へ
向
か
う
こ
と
か
ら
、

水
田
の
管
理
を
町
が
す
べ
き
で
あ

る
」
な
ど
、
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

進
行
役
を
務
め
た
「
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
ま
ち
再
生
」
事
業
実
行
委
員

会
会
長
の
幸
丸
政
明
氏
は
、「
ハ

ク
チ
ョ
ウ
だ
け
で
は
な
く
、
平
内

町
は
『
そ
の
飛
来
地
』
と
し
て
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
環
境
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
近
隣
の
住
民
約

四
十
人
か
ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
は
、「
町
の
活
性
化
の
た

め
に
は
保
護
は
大
切
で
あ
り
協
力

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
呼
び
戻
そ
う
と
い
う
積
極
的

な
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ま
ち

再
生
」
に
向
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
関
す

る
展
示
・
観
察
員
育
成
講
習
会
の

開
催
な
ど
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
考
え

行
動
す
る
機
会
を
設
け
て
、
後
世

に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

※
平
内
町
の
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ま

ち
再
生
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
平
内
町
教
育
委
員
会
・
生

涯
学
習
課
（
０
１
７
ー
７
５
５
―

２
５
６
５
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

理
解
を
深
め
る

「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
検
定
」
を実施ハクチョウ検定

ハクチョウのまちシンポジウム

ハクチョウ　 検定
上級問題（過去問題、一部抜粋）

問題１　ハクチョウは何歳くらいまで生きるでしょう
　　　　①60歳ぐらい　②40歳ぐらい　③20歳ぐらい

問題２　ハクチョウの「オス」と「メス」はどうやって見分
　　　　①くちばしの形　②足の形　③見ためではわからない

問題３　卵を温めるのは？
　　　　①オスだけ　②メスだけ　③オス・メス両方

問題４　成鳥（大人）のハクチョウの体重はどれくらい
　　　　①２～５㎏　②８～12㎏　③15～20㎏

解答　問題１③　自然環境では約20年、保護され飼育状態では約30年
　　　問題２③　識別するのはとても困難
　　　問題３②　卵を温めるのは主にメスが行い、子育てはオス・メスと

もに行う
　　　問題４②　長距離を移動するため、大型のわりに軽量である

今
後
の
取
り
組
み
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町 村 ト ピ ッ ク ス

収
穫
感
謝
祭
＆
シ
ク
ラ
メ
ン
市

み
ん
ま
や
秋
の
物
産
フ
ェ
ア

　板柳町ふるさとセンター内のりんご
もぎとり園には20品種余り200本以上の
りんごの木があり、いつでも“食べごろ”
の美味しいりんごが収穫できます。も
ちろん、りんごは食べ放題。
　また、りんご資料展示室や、りんごを
使った陶芸・お菓子作りなどを体験で
きる工房のほか、温泉大浴場、コテー
ジも通年営業中。皆さまのお越しをお
待ちしております。
【りんご狩り】■期間：11月中旬まで
　　　　　 ■料金：大人300円・小学生以下200円

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

旬
を
ま
る
か
じ
り
！

り
ん
ご
も
ぎ
取
り
体
験

南津軽郡

い
な
か
だ
て
む
ら

田
舎
館
村

　「収穫感謝祭＆シクラメン市」を11
月15日（土）、16日（日）の2日間にわ
たり、田舎館村役場敷地内にて開催し
ます。当日は約5,000鉢のシクラメン
をはじめとした花きの展示即売や、特
産品を販売します。様々な展示や、芸
能発表などといったイベントも行いま
すので、みなさまお誘い合わせのうえ
是非お越しください。

　11月２日（日）、午前10時から、外ヶ
浜町三廐体育館において、「みんまや
秋の物産フェア」が開催されます。
　旬を迎えた津軽海峡本まぐろの解体
ショーや、まぐろ即売会、まぐろ丼の
販売など、まぐろづくしの一日です。
　本まぐろの最高漁場である津軽海峡
の本まぐろをこの機会にぜひ、ご堪能
下さい。

東津軽郡

そ
と
が
は
ま
ま
ち

外
ヶ
浜
町

　明治９年の明治天皇東北ご巡幸に合
わせ、時の豪商・野村治三郎が建築し
た行在所は、今も当時の風情を残して
います。特に旧水戸藩の庭師が設計し
た庭園は、石灯籠に灯りがともる様子
を天皇が非常にお気に召したと言われ
ています。
　和風近代建築の貴重な指標とされる
野辺地町の行在所、国登録有形文化財
にも指定されています。ぜひお立ち寄
りください。
　■期間　４月１日～11月30日　９時～16時30分
　■料金　無料

上北郡

の
へ
じ
ま
ち
野
辺
地
町

旧
野
村
家
住
宅
離
れ　

行
在
所

問い合わせ先　ふるさとセンター
　　　　　　　TEL 0172-72-1500

問い合わせ先　野辺地町立歴史民俗資料館
　　　　　　　TEL 0175-64-9494

問い合わせ先　外ヶ浜町商工会
　　　　　　　TEL 0174-22-2441

問い合わせ先　田舎館村役場企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　生きた鮭を豪快につかみ取り！つか
み取った鮭は解体サービスもあり、持
ち帰り可能です。会場にはサーモン
レースや鮭早づかみ大会など、鮭を
テーマにしたイベントが盛りだくさん
です。
■日時　11月15日（土）9時30分～ 17時30分
　　　　　　16日（日）10時～ 15時30分
■場所　しもだサーモンパーク
　　　　（奥入瀬川河川敷内）
■料金　入場無料。
　　　　つかみ取り体験1,200円
　　　　（前売り券1,000円）

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

第
９
回
日
本
一
の

お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

　みちのく潮風トレイル（階上町ルー
ト）は“三陸復興国立公園”に指定され
た階上岳と階上海岸をつなぐ道が設定
されており、階上町の風景、歴史、食
文化を楽しむことができます。ルート
上にあるフォレストピア階上では８月
から町の食材使用にこだわったジェ
ラートの販売を開始しました。ぜひ階
上町を“見て・食べて・感じて”ください。
■フォレストピア階上
　○所在地　　階上町大字鳥屋部字大柿１－２
　○営業日　　（３月～10月）年中無休
　　　　　　　（11月～２月）毎週火曜日定休日
　○営業時間　８時00分から18時00分まで

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　おいらせ鮭まつり実行委員会事務局
　　　　　　　（おいらせ町商工観光課内）
　　　　　　　TEL 0178-56-4703

問い合わせ先　階上町役場産業振興課商工観光グループ
　　　　　　　TEL 0178-88-2875

階
上
町
を

見
て
・
食
べ
て
・
感
じ
て

今
冬
の「
芸
能
保
存
連
合
会
発
表
会
」

は
１
月
11
日
（
日
）

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

　東通村の誇る民俗芸能は、正月行事
などに向け厳しい稽古が重ねられ、地
区ごとに見どころのある芸能となって
伝承されてきました。毎年１月上旬に
開催される発表会では、各団体が一堂
に会し、磨いた芸能の妙を披露し合い
ます。厳冬に耐える寒立馬と民俗芸能
の心意気。東通村の冬を感じる旅はい
かがでしょうか！

問い合わせ先　東通村郷土芸能保存連合会事務局、
　　　　　　　東通村役場販売戦略室
　　　　　　　TEL 0175-27-2111
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あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。
あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。

青森県町村会　総務課〔共済事業〕電話：０１７－７２３－１３３１
制度内容・申込手続きに関するお問合せ先

平成26年１月１日から医療保障保険が新しい制度になりました！
必ず制度の内容をご確認ください。

！

退職後のお取扱いについて

退職後継続加入制度　職員とその配偶者の方は、退職後も、現職中と同様の保障が得られます！

死亡・所定の高度障がい状態を保障します

１泊２日以上の入院・手術等を保障します

任意共済保険（最長年齢70歳６カ月まで更新できます）

医療保障保険（最長69歳６カ月まで更新できます）

（医療保障保険を継続加入いただくには、任意共済保険を継続加入いただく必要があります。）

退職後も退職時に加入していた保障額を限度に共済契約を継続（退職者加入への移行）
できます。
（退職時に本共済をご利用されていた方です。）

１

移行後は、退職者と青森県町村会との間で直接、継続等の事務手続きを行います。
（退職後の翌１月からの継続書類はご自宅に郵送されます。）
２

退職者加入への移行を希望される方は事前に団体担当者にご相談願います。
（「退職者継続加入申込書」のご記入をお願いします。）
３

加入できるのは職員とその配偶者となります。
こどもは退職後継続加入制度の対象とはなりません。

４

掛金のお払込みは年払いのみとなります。５

NEW!

　　　　　入院（１泊２日以上）・手術等を、現職中から退職後まで幅広く保障する制度です。

３ 掛金は、任意共済保険
の規模による割引を適
用しております。

４ １年ごとに収支計算を行い、
剰余金が生じた場合は、配当金を
お受け取りになれます。
平成28年度から退職後継続加入の方も
配当金をお受け取りになれます。 ※これは平成25年度（＊）の配当実績に基づくものであり、

　将来のお受取りをお約束するものではありません。
（＊）保険期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日

昨年度の年
間

払込掛金に
対

する配当実
績 約25.8%
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平成27年度町村等職員のみなさまへ 任意共済保険　ご加入のおすすめ あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。任意共済保険

団体定期保険

●保険金額が追加されました！

●所定の高度障がい状態の保障！

●死亡時の保障

医療保障保険
総合医療保険（団体型）

●手術のときにも給付金が
　支払われます！
●お支払対象となる手術の
　範囲が広がりました！

NEW!
NEW!

更新 更新 更新

現　職　中

留意点
●医療保障保険にご加入いただくには、任意共済保険にご加入いただく必要があります。
●配偶者・子どものみでのお申込みはできません。また、配偶者は、任意共済保険・医療保障保険ともに職員と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。こどもは、医療保障保険について
　は配偶者と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。

　任意共済保険　死亡・所定の高度障がい状態を保障します。
●職員とその配偶者様・お子様まで、万一の場合の安心をサポートいたします。
保険金額　職員（400万円）、配偶者（400万円、1,000万円）が追加されました！（＊）

●このようなときに、保険金をお支払いします。

　医療保障保険　１泊２日以上の入院・手術等を保障します。

▼ご加入　～保険期間１年～

更新 更新 更新▼ご加入　～保険期間１年～

■保険期間中に死亡された場合
■保険期間中に、加入日（＊）以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態になられた場合
　（＊）保障額を増額する場合、増額部分については、加入日を増額日と読替えます。

（医療保障保険にご加入いただくには、任意共済保険にご加入いただく必要があります。）

職　員 3,000万円～600万円、400万円（＊） 年齢60歳6カ月まで
年齢60歳6カ月まで
年齢22歳6カ月まで

1,000万円～400万円（＊）
400万円

申込保険金額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、加入保険金額を増
額（または減額）することができます。

●任意共済保険に加入された、職員とその配偶者様・お子様がご加入いただくことができます。

●保険期間中の病気やケガによる「入院」「手術」等に対する保障を確保できます。

職員 入院給付金：12,000円～5,000円
入院療養給付金：
入院給付金日額×５

手術給付金：
・１泊２日以上継続した
　入院中に受けられた
　対象手術につき
　入院給付金日額×20
・放射線治療は、
　入院給付金日額×10
・外来・日帰り手術は、
　入院給付金日額×５

入院給付金：10,000円～3,000円

入院給付金：5,000円あるいは3,000円

年齢60歳6カ月
まで

年齢60歳6カ月
まで

年齢22歳6カ月
まで

申込入院給付金日額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、入院給付金日額を
増額（または減額）することができ
ます。

NEW!

※新規加入・増額をされる場合には、｢申込書兼告知書｣裏面に記載の質問事項に対する答えが全て｢いいえ｣となる必要があります。
（＊）保険金額　職員（400万円）、配偶者（400万円）は新規に加入される方のみとなります。すでに加入されている方は、選択できません。

※新規加入・増額をされる場合には、告知事項を満たしている必用があります。

NEW!

制度の

しくみ

特  徴
と

任意共済保険は、みなさまの死亡・所定の高度障がい状態・　　　　　　　　　　　　

１ ライフステージの変化に合わせ、
毎年保障額の見直しができます。
（健康状態によっては保障額を増額できな
い場合があります。）

２ お申込み手続きは健康状態
等の告知による方法です。
（医師の診査はありません。）
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随 想
第23話

工
く

藤
どう

　祐
すけ

直
なお

南部町長

プロフィール

旧名川町長、旧名川町農林課係長。
現在５期目、59歳。

　

私
は
六
人
姉
弟
で
姉
五
人
を
も

つ
末
っ
子
の
長
男
と
し
て
旧
名
川

町
に
生
ま
れ
、
勉
強
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
な
少
年
時
代
、
学
生
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

旧
名
川
町
役
場
に
採
用
と
な
り
、

最
初
に
配
属
さ
れ
た
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
育
会
系
と
は

い
え
全
く
泳
げ
な
い
状
態
か
ら

始
ま
っ
た
想
像
以
上
に
厳
し
い
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
養
成
研

修
を
経
て
、
な
ん
と
か
町
の
初
代

Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
育
成
士（

現
在

の
ア
ド
バ
ン
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー）

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
農
林
課
係
長
の
時
に
は

自
治
大
学
校
に
入
学
し
、
研
修
最

後
の
関
門
で
あ
る
レ
ポ
ー
ト
の
山

に
頭
を
悩
ま
せ
、
朝
ま
で
頑
張
っ

た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

ど
ち
ら
も
研
修
期
間
が
三
カ
月
間

と
長
く
、
共
に
頑
張
っ
た
研
修
生

は
今
で
も
交
流
を
続
け
て
お
り
、

様
々
な
場
面
で
激
励
し
合
う
大
切

な
仲
間
で
す
。

　

転
機
は
四
十
四
歳
の
時
、
旧
名

川
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
こ
と

で
す
。
父
も
町
長
を
務
め
て
い
ま

し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
も
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
生
ど
う
な
る
か
本
当
に
わ
か
ら

な
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
本
町
は
平
成
十
八
年

一
月
一
日
に
名
川
町
、
南
部

町ま
ち

、
福
地
村
が
合
併
し
、
新
た
に

南
部
町ち

ょ
うと
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

八
百
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
山
梨
県

の
南
部
氏
が
平
良
ケ
崎
城
を
築
城

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
南
部
藩
発

祥
の
地
で
、
南
部
小
富
士
と
も
い

わ
れ
る
名
久
井
岳
と
馬
淵
川
に
抱

か
れ
た
果
樹
の
里
で
す
。
県
内
一

の
栽
培
面
積
を
誇
る
名
川
地
区
の

さ
く
ら
ん
ぼ
、
南
部
地
区
の
高
級

洋
梨
「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ
ク
ラ
ー
ク
」

の
ほ
か
、
福
地
地
区
は
全
国
的
に

も
有
名
な
に
ん
に
く
「
福
地
ホ
ワ

イ
ト
六
片
種
」
の
原
産
地
で
す
。

　

新
町
誕
生
後
は
、
各
種
団
体
の

統
合
や
連
携
強
化
、
町
民
の
一
体

感
の
醸
成
に
奔
走
し
て
参
り
ま
し

た
。
月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、

来
年
は
合
併
十
周
年
を
迎
え
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
全
町
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
き
た
「
達
者
村
」

の
活
動
も
本
年
十
月
で
十
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
く
「
達

者
村
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、

達
者
村
と
は
地
元
の
農
村
景
観
や

歴
史
文
化
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
な
ど

の
通
年
農
業
観
光
、
農
家
民
泊
に

よ
る
農
業
体
験
修
学
旅
行
生
の
受

け
入
れ
な
ど
、
南
部
町
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
フ
ル
活
用
し
た
交

流
促
進
活
動
で
、
達
者
村
は
南
部

町
全
体
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

制
定
し
て
三
年
目
と
な
る
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
条
例
」（
通
称

「
鍋
条
例
」）
は
、
家
族
や
仲
間
と

楽
し
く
鍋
料
理
を
囲
ん
で
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
や
仲
間
と
の
絆
を

深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
鍋

を
フ
ー
フ
ー
言
い
な
が
ら
食
べ
る

光
景
か
ら
、毎
月
二
十
二
日
を「
鍋

の
日
」
に
定
め
ま
し
た
。
鍋
と
ひ

と
言
で
申
し
ま
し
て
も
、
鍋
に
入

る
す
ば
ら
し
い
農
産
物
を
生
産
す

る
方
々
、
そ
れ
を
仕
入
れ
て
自
信

を
も
っ
て
販
売
す
る
方
々
、
購
入

し
て
作
る
方
々
、
お
い
し
く
召
し

上
が
る
方
々
と
、
ひ
と
つ
の
鍋
に

込
め
ら
れ
る
思
い
は
様
々
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
流
れ
の
す
べ
て
に

経
済
が
関
連
し
、
地
産
地
消
の
推

進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
長
年
構
想
を

練
っ
て
き
た
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

を
本
年
六
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
旧
国
保
名
川

病
院
の
機
能
を
備
え
、
併
設
の
健

康
セ
ン
タ
ー
に
は
健
康
福
祉
課
を

配
置
し
、
保
健
活
動
か
ら
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
組
織
を
ひ
と
つ
の
施
設

に
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
入
院
患

者
の
退
院
後
の
生
活
が
在
宅
介
護

あ
る
い
は
施
設
入
所
と
な
る
場
合

で
も
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
提
供
で
き
る
形

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
ま
さ
に
解
決
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。
幾
度
と
な
く

氾
濫
を
繰
り
返
し
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
馬
淵
川
の
抜
本
的
な
洪

水
対
策
で
す
。
国
や
県
に
対
し
て

強
く
働
き
か
け
、
度
重
な
る
被
害

に
遭
わ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
、

早
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
対
策
事
業
の
早
期
完
成

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
現
し
た
い
政
策
は
頭
の
中
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
財
政
状

況
を
み
て
重
要
性
、
緊
急
性
を
整

理
し
吟
味
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住

民
が
こ
こ
に
住
む
こ
と
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
な
町
に
し
た
い
。
こ

れ
が
私
の
大
き
な
願
い
で
す
。

住
民
が
誇
れ
る
町
を
目
指
し
て


